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Customs and Trade Automated Interface Requirements

	調和申告


	本章は申告種類'09'型の調和申告ﾃﾞｰﾀを合衆国・税関国境警備局(CBP)ﾃﾞｰﾀｰｾﾝﾀｰへ送信するためのﾚｺｰﾄﾞ形式を提供する。


ﾚｺｰﾄﾞの説明 

ﾚｺｰﾄﾞの識別子 R10 (入力)








REC‑4

更新ｱｸｼｮﾝに関するﾃﾞｰﾀを提供する必須の調和申告ﾍｯﾀﾞｰﾚｺｰﾄﾞ
ﾚｺｰﾄﾞの識別子R15 (入力) 








REC‑7

更新ｱｸｼｮﾝ及び最大75文字までの逐語的ｺﾒﾝﾄに関するﾃﾞｰﾀを提供する必須の調和申告ﾍｯﾀﾞｰ

継続ﾚｺｰﾄﾞ
ﾚｺｰﾄﾞの識別子R16 (入力) 








REC‑8

申告者が追加の逐語的ｺﾒﾝﾄを当該調和申告に宛がうことを許すための任意のﾍｯﾀﾞｰ継続ﾚｺｰﾄﾞ
ﾚｺｰﾄﾞの識別子R17 (入力) 








REC‑9

支払い情報を提供する必須のﾍｯﾀﾞｰﾚｺｰﾄﾞ延長部
ﾚｺｰﾄﾞの識別子R20 (入力) 








REC‑12

調和申告のための関連する輸入申告情報を提供する必須のﾚｺｰﾄﾞ。少なくとも一つのR20ﾚｺｰﾄﾞは
必須であり、それは一度の調和申告について最大9,999個のR20ﾚｺｰﾄﾞまで可能である。
ﾚｺｰﾄﾞの識別子R21 (入力) 








REC‑14

R20ﾚｺｰﾄﾞで与えられる輸入申告について、税･料金情報を提供する条件付のﾚｺｰﾄﾞ。調和申告が集約方式なら、R21ﾚｺｰﾄﾞは不要である。輸入申告ごと個別の調和申告であって、どんな税・料金もR20ﾚｺｰﾄﾞで与えられる元の輸入申告に載っている場合に、少なくとも一つのR21ｺｰﾄﾞは必須である。各 R20ﾚｺｰﾄﾞ毎に、最大10個のR21ﾚｺｰﾄﾞまで可能である。
ﾚｺｰﾄﾞの識別子R89 (入力) 








REC‑16
必須の税･料金集計ﾚｺｰﾄﾞ。R89ﾚｺｰﾄﾞは当該調和申告に関する全てのR21ﾚｺｰﾄﾞにおける各々の税･料金総額の”積み上げ”である。例えR21ﾚｺｰﾄﾞがないとしても、少なくとも一つのR89ﾚｺｰﾄﾞは必須である。各調和申告ごとに、最大10個のR89ﾚｺｰﾄﾞまで可能である。
ﾚｺｰﾄﾞの識別子R90 (入力) 








REC‑20
調和申告全体について、関税、税金、及び税･料金の各々の合計額を提供する必須の調和申告・申告原簿。
ﾚｺｰﾄﾞの識別子R91 (入力) 








REC‑22
当該申告に支払われるべき調和利息推定総額を提供する必須のﾚｺｰﾄﾞ。
ﾚｺｰﾄﾞの識別子R01 (出力) 








REC‑23
受理又はｴﾗｰ情報を提供する必須の調和申告出力ﾚｺｰﾄﾞ。
調和申告
本章で提示されるのは、支払い調書を含めた調和申告の入出力ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝﾚｺｰﾄﾞである。
トランザクション処理
一つ以上の調和申告ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝを合衆国・税関国境警備局(CBP)ﾃﾞｰﾀｰｾﾝﾀｰに送信できる。調和申告ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝは、ﾍｯﾀﾞｰ、支払い、輸入申告及び各々の合計額の情報を含む少なくとも7個の必須ﾚｺｰﾄﾞから成る。一定の条件が存在する場合にその他のﾚｺｰﾄﾞが含まれる。当該ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝは、必要に応じて繰り返される一定のﾚｺｰﾄﾞ･ｾｸﾞﾒﾝﾄ（固定長80桁）と共にﾚｺｰﾄﾞの昇順に（例えば、ﾚｺｰﾄﾞの識別子R20及びR21）、CBPﾃﾞｰﾀｰｾﾝﾀｰへ送信されなければならない。
調和申告出力ﾚｺｰﾄﾞは参加者に、CBPﾃﾞｰﾀｰｾﾝﾀｰへの調和申告ﾃﾞｰﾀ送信がｴﾗｰを含んでいたかそれともｴﾗｰなしであったかを示すﾒｯｾｰｼﾞを提供する。
出力ﾚｺｰﾄﾞはﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝ構成及び処理結果に関するﾒｯｾｰｼﾞを提供する。まず第一にﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝ構成が検証される。その構成は該ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝ制御ﾍｯﾀﾞｰﾚｺｰﾄﾞ（ﾚｺｰﾄﾞの識別子A）、該ﾌﾟﾛｯｸ制御ﾍｯﾀﾞｰﾚｺｰﾄﾞ（ﾚｺｰﾄﾞの識別子B）、該ﾌﾞﾛｯｸ制御後書きﾚｺｰﾄﾞ（ﾚｺｰﾄﾞの識別子Y）、及び該ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝ制御後書きﾚｺｰﾄﾞ（ﾚｺｰﾄﾞの識別子Z）から成る。自動通商システム(ACS)校訂がその構成に誤りを特定するなら、ｴﾗｰﾒｯｾｰｼﾞが生じて調和申告処理が終了する。
最初の構成検証の後に、ﾌﾞﾛｯｸ制御後書きﾚｺｰﾄﾞ（ﾚｺｰﾄﾞの識別子Y）に含まれるﾚｺｰﾄﾞの総数はACSｼｽﾃﾑが生成する検証ﾃﾞｰﾀと比較される。そのﾃﾞｰﾀが一致しないなら、ｴﾗｰﾒｯｾｰｼﾞが生じて調和申告処理が終了する。
ACSには、ﾃﾞｰﾀﾚｺｰﾄﾞに挙げられるそのﾃﾞｰﾀ要素の正確性を検証するための校訂が含まれる。ｴﾗｰが返される場合、ｴﾗｰ出力ﾚｺｰﾄﾞは勿論、問題となっているﾚｺｰﾄﾞも返される。ｴﾗｰかある場合、R10ﾚｺｰﾄﾞは常に返される。
入力:
ﾚｺｰﾄﾞの識別子 R10, R15, R17, R20 (少なくとも１つ), R89, R90, 及び R91は 必須の調和申告ﾚｺｰﾄﾞである。ﾚｺｰﾄﾞ R21は条件付であり及びﾚｺｰﾄﾞR16 は任意である。
少なくとも１つのR20ﾚｺｰﾄﾞが必須であると同時に、どんな調和申告についても最大 9,999個までのR20ﾚｺｰﾄﾞが割当られる。 もし、R10ﾚｺｰﾄﾞにある集約標識がその調和申告は輸入申告ごと個別の調和であることを示すなら、少なくとも１つのR21ﾚｺｰﾄﾞが、与えられたR20ﾚｺｰﾄﾞ毎に要求される。各R20に対し、最大10個までのR21ﾚｺｰﾄﾞを提供できる。
少なくとも１つのR89ﾚｺｰﾄﾞが常に提供されなければならないが、与えられたどの調和申告についても最大10個までのR89ﾚｺｰﾄﾞが可能である。
ﾚｺｰﾄﾞの識別子B及びＹ上の適用業務識別子はRAである。ﾚｺｰﾄﾞの識別子B及びＹに関する追加情報については、本刊行物の業務処理統制(APL)の章を参照のこと。
出力: ﾚｺｰﾄﾞの識別子R01は調和申告のために提供される唯一の出力ﾚｺｰﾄﾞ形式である。このﾚｺｰﾄﾞは受理の場合にあるいはｴﾗｰ状態の場合に返されることになる。もし、ｴﾗｰ状態が存在するなら、問題となっている入力行と一緒にこのｴﾗｰ出力ﾚｺｰﾄﾞがｴﾗｰ発生毎に返される。
ﾚｺｰﾄﾞの識別子B及びＹ上の適用業務識別子はRBである。ﾚｺｰﾄﾞの識別子B及びＹに関する追加情報については、本刊行物の業務処理統制(APL)の章を参照のこと。
訳者注：(1) "reconciled/reconciliation" duty amount；調和済みの/調和の・関税額

（どちらも（元の関税額に対する）調整済みの関税額）
(2) Aggregate Reconciliation Indicator；集約調和標識 (ARI)

　　ARI= N；集約なし（輸入申告単位で個別にR20,R21,R89ﾚｺｰﾄﾞを作成）

　＊複数の申告番号を束ねて、各申告ごと個別に調和を行うもの。
　　還付金のある場合、関税，税金，税･料金の支払い金額(R17)を全てｾﾞﾛで申告
し別途、還付申請を行う。
　　ARI= Y；集約調和（上記個別ﾚｺｰﾄﾞのheader部を除く入力ﾃﾞｰﾀはｾﾞﾛ又は空白）

　＊複数の申告番号を束ねて、一定の条件下で関税，税金，税･料金，利息について
合計金額(R90,R91)のみの調和を可能にするもの。

還付金のある場合、集約調和は行えない。

(3) Increase/Refund Indicator；増加/還付標識

　＊調和金額がﾏｲﾅｽになる還付の標識3には、増(+)減(-)の組み合わせが存在する
から、入力ﾃﾞｰﾀには＋－記号が必要になる。しかし、R17の支払い金額に

負(-)ならｾﾞﾛとある。従ってﾏｲﾅｽなら別途、還付申請を行う。
(4) R90; edited for format only；書式に限り校訂される
　  Transaction Processing; ACS contains edits to verify the accuracy of the  data 
elements given in the data records.；ACSには、ﾃﾞｰﾀﾚｺｰﾄﾞに挙げられるそのﾃﾞｰﾀ

要素の正確性を検証するための校訂が含まれる。
　＊集約調和の場合、個別の金額ﾃﾞｰﾀはｾﾞﾛであり校訂対象が書式に限定される。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ﾚｺｰﾄﾞの識別子 R10 (入力)

これは更新ｱｸｼｮﾝのｺｰﾄﾞ、（調和の）申告番号、通関地、輸入者、保証人、日付、集団［ﾁｰﾑ］、問題点、集約標識、最早の輸入及び納税申告日付、並びにCBPF-4811照会先番号に関するﾃﾞｰﾀを提供する必須の調和申告用入力ﾍｯﾀﾞｰﾚｺｰﾄﾞである。
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子 R10 (入力)

	データ要素
	長さ/　部類
	位置

（桁）
	状態
	説明
	注記

	制御識別子
	1A
	1
	M
	常にRに等しくなければならない。
	

	ﾚｺｰﾄﾞ形式
	2N
	2-3
	M
	常に10に等しくなければならない。
	

	ｱｸｼｮﾝのｺｰﾄﾞ
	1A
	4
	M
	ｱｸｼｮﾝは下記のもののいずれか一つでなければならない：
A =追加, 

R = 置換（削除ｱｸｼｮﾝ後の再追加）

D = 調和申告の削除
	

	調和の申告番号
	11AN
	5-15
	M
	（元の複数の申告番号を束ねた）調和の申告番号は、有効なFFFNNNNNNNN 形式であって、有効な申告者略号と検査数字を有するものでなければならない。
	

	調和申告提出・通関地
	4N
	16-19
	M
	調和申告提出・通関地は、調和申告が審査される事前に特定されたﾌﾟﾛﾄﾀｲﾌﾟ通関地の１つでなければならない。そしてそのうえ、それは有効な通関地符号でなければならない。現時点では、次の13箇所のいずれか一つでなければならない；
0401 ﾎﾞｽﾄﾝ､ﾏｻﾁｭｰｾｯﾂ      2604 ﾉｶﾞﾚｽ､ｱﾘｿﾞﾅ　

0712 ｼｬﾝﾌﾟﾚｰﾝ-ﾛｰｼｽ･      2904 ﾎﾟｰﾄﾗﾝﾄﾞ､　

          ﾎﾟｲﾝﾄ　　　　　　　　　 ｵﾚｺﾞﾝ

1001 ﾆｭｰﾖｰｸ､ﾆｭｰﾖｰｸ       3501 ﾐﾈｱﾎﾟﾘｽ･

2304 ﾗﾚｰﾄﾞ､ﾃｷｻｽ　　　   　　 ｾﾝﾄﾎﾟｰﾙ､ﾐﾈｿﾀ　　　　　　　　　　

2305 ﾋﾀﾞﾙｺﾞ､ﾃｷｻｽ　      3801 ﾃﾞﾄﾛｲﾄ､ ﾐｼｶﾞﾝ　　　　　　　　

2402 ｴﾙﾊﾟｿ､ﾃｷｻｽ　　　5201 ﾏｲｱﾐ､ﾌﾛﾘﾀﾞ　　　　

2506 ｵﾃｨ ﾒｻ､ｶﾘﾌｫﾙﾆｱ　 5301 ﾋｭｰｽﾄﾝ､ﾃｷｻｽ
通関地は必要に応じて追加される。
	

	輸入者ＩＤ
	12AN
	20-31
	M
	輸入者ＩＤを表すｺｰﾄﾞ。有効な書式は；
雇用者（識別）番号(EIN)

社会保障番号(SSN)

調和申告当事者のCBP割当て輸入者番号
	

	保証人ｺｰﾄﾞ
	3AN
	32-34
	M
	提示される保証人ｺｰﾄﾞは、その状態に関係なく、ﾌｧｲﾙ上に見られる通りの有効なｺｰﾄﾞでなければならない。これは、根本的な［直輸入］輸入申告の保証人ｺｰﾄﾞに照合するために使用される。同一の担保が全輸入品（申告毎）に用いられていなければならない。
	

	調和納税申告予定日
	6N
	35-40
	M
	調和申告予定日はMMDDYY（月、日、年）形式でなければならない。ABI伝送のｼｽﾃﾑ日付から90暦日を超えてはならない。1988年10月1日より前であってはならない。アクションのコードがＡなら、そのｼｽﾃﾑ日付より前であってはならない。
	

	調和申告集団　［ﾁｰﾑ］
	3AN
	41-43
	M
	調和申告の通関手続地 (DDPP)に対する有効な集団［ﾁｰﾑ］番号でなければならない。所在地ごとの有効な集団［ﾁｰﾑ］（番号）を以下に示す。（下記の所在地は前記通関地の13箇所と同じ）
1R1 (0712)        6R3 (2402)       3RC (3801)

1R2 (0401)        6R4 (2604)       4R1 (5201)

2R1 (1001)        7R1 (2506)       6RT (5301)

6R5 (2305)        7R2 (2904)

6R2 (2304)        3R1 (3501)
	

	問題点ｺｰﾄﾞ
	2AN
	44-45
	M
	次のｺｰﾄﾞのいずれか１つでなければならない：
NF = 貿易協定

VL = 価格調和

CL = 分類調和

98 = 9802条項調和
　　（9802条項；再輸入減税） 

VC = 価格/分類・調和 

V9 = 価格/9802条項･調和

C9 = 分類/9802条項・調和

AL = 価格/分類/9802条項・調和
	

	集約調和標識
	1AN
	46
	M
	有効な入力はY又はNに限られる。もし、その標識がYなら、これは次項のどちらの入力ﾚｺｰﾄﾞﾃﾞｰﾀが必要かをﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑに示すことになっている。もし、Nなら、全ての輸入申告ごと個別のﾃﾞｰﾀ (R20, R21, R89)が要求される。もし、集約調和標識がYなら、増加/還付標識は１でなければならない。
N = 集約なし［個別］
Y = 集約調和   [合計金額のみの調和]
	

	増加/還付標識
	1N
	47
	M
	増加/還付標識は集約調和請求を確認するために使用される。この標識が２又は３なら、集約（調和）標識はＮでなければならない。本標識は；

1 = 関税、税金、税・料金の全てが増加 /変更なし

2 = 関税、税金、税・料金の全てが減少

3 = 関税、税金、税・料金に関する増加/減少/変更なしの組み合せ（1,2を除く）。
	

	最早輸入日
	6AN
	48-53
	C
	問題点ｺｰﾄﾞ= NFなら、最早の輸入申告日付がMMDDYY (月、 日、年) 形式で提供されなければならない。現在の日付より前でなければならない。問題点ｺｰﾄがNFでないなら、空白［ｽﾍﾟｰｽ］で埋めること。
	

	最早納税申告日
	6AN
	54-59
	C
	問題点ｺｰﾄﾞがNFでないなら、最早の納税申告日付がMMDDYY (月、 日、年) 形式で提供されなければならない。現在の日付より前でなければならない。問題点ｺｰﾄがNFなら、空白［ｽﾍﾟｰｽ］で埋めること。
	

	代理人/通関業者(4811)照会先ＩＤ
	12AN
	60-71
	O
	CBPF-4811の照会先（番号）が使用される予定なら、それは下記の書式でなければならない；
雇用者識別番号(EIN)

社会保障番号(SSN)

CBP割当て番号
これはACSﾌｧｲﾙ上の輸入者IDに当てはまらなければならない。使用されなければ、空白［ｽﾍﾟｰｽ］で埋めること。
	

	通関業者整理番号
	9AN
	72-80
	O
	通関業者整理番号は、申告者が利用する自由形式の９文字の入力（番号）である。使用されなければ、空白［ｽﾍﾟｰｽ］で埋めること。
	


ﾚｺｰﾄﾞの識別子R15 (入力)

輸入申告の出所、及び申告者が当該調和申告に関して入力したいと切望する逐語的ｺﾒﾝﾄに関するﾃﾞｰﾀを提供する必須の調和申告ﾍｯﾀﾞｰ継続ﾚｺｰﾄﾞ。
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子  R15 (入力)

	データ要素
	長さ/　部類
	位置

（桁）
	状態
	説明
	注記

	制御識別子
	1A
	1
	M
	常にRに等しくなければならない。
	

	ﾚｺｰﾄﾞ形式
	2N
	2-3
	M
	常に15に等しくなければならない。
	

	輸入申告の出所
	1N
	4
	M
	輸入申告出所ｽｲｯﾁは、関連する輸入申告の全てが50州内で提出されたかどうかを決定するために使用される。これは財政上の理由で必要である。標識"1"は全ての申告が50州内で提出されたことを意味する。プエルトリコ又は米領ｳﾞｧｰｼﾞﾝ諸島で提出された輸入申告は別個の調和申告でなければならない。

1 = 50州内で提出された申告

2 = プエルトリコで提出された申告

3 = 米領ｳﾞｧｰｼﾞﾝ諸島で提出された申告
	

	ﾃｷｽﾄｺﾒﾝﾄ［文字列注解］
	75AN
	5-79
	M
	ﾃｷｽﾄｺﾒﾝﾄ領域は75桁の自由形式文字列から成る。最小限入力は少なくとも最初の桁の一文字から成ることになっている。未使用の桁は空白で埋められるものとする。
	

	フィラー
	1AN
	80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	


ﾚｺｰﾄﾞの識別子R16 (入力)

追加の逐語的ｺﾒﾝﾄを当該調和申告に宛がうための任意のﾍｯﾀﾞｰ継続ﾚｺｰﾄﾞ。
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子  R16 (入力)

	データ要素
	長さ/　部類
	位置

（桁）
	状態
	説明
	注記

	制御識別子
	1A
	1
	M
	常にRに等しくなければならない。
	

	ﾚｺｰﾄﾞ形式
	2N
	2-3
	M
	常に16に等しくなければならない。
	

	ﾃｷｽﾄｺﾒﾝﾄ［文字列注解］
	75AN
	4-78
	M
	ﾃｷｽﾄｺﾒﾝﾄ領域は75桁の自由形式文字列から成る。最小限入力は少なくとも最初の桁の一文字から成ることになっている。未使用の桁は空白で埋められるものとする。
	

	フィラー
	2AN
	79-80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	


ﾚｺｰﾄﾞの識別子R17 (入力)

支払い種別標識、仮取引明細書印刷日付、顧客部門の指定、並びに、 関税、税金、税・料金及び利息の支払い金額情報を提供する必須のﾍｯﾀﾞｰﾚｺｰﾄﾟ延長部。
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子  R17 (入力)

	データ要素
	長さ/　部類
	位置

（桁）
	状態
	説明
	注記

	制御識別子
	1A
	1
	M
	常にRに等しくなければならない。
	

	ﾚｺｰﾄﾞ形式
	2N
	2-3
	M
	常に17に等しくなければならない。
	

	支払い種別標識
	1N
	4
	M
	支払い種別を示すｺｰﾄﾞ。有効なｺｰﾄﾞは次の通り：
1 = 個別的（に行われる）支払い
2 = 仮取引明細書印刷日付と申告者略号により一括処理される支払い
3 = 仮取引明細書印刷日付と輸入者（番号）により一括処理される支払い
5 = 仮取引明細書印刷日付と幾つかの下位区分の一員としての輸入者（番号）により一括処理される支払い。
	

	仮取引明細書印刷日付
	6N
	5-10
	C
	このﾌｨｰﾙﾄﾞ［印刷日付］は日次取引明細書の使用権限を授与されるACS参加者に適用する。それ［印刷日付］は本納税申告が仮取引明細日報に掲載されるよう選択した日付である。それは現在の日付を超えなければならず、また、土曜日、日曜日、又は祝日であってはならない。それは取引明細書（代金）が支払われる日付より前にあるものとする。時宜を得た申告と取引明細書（代金）の支払いを可能にする仮取引明細書印刷日付の送信は申告者の責任である。ｼｽﾃﾑ日付より90日を超える仮取引明細書印刷日付は拒否される。支払い種別標識＝2, 3, 又は 5の場合、仮取引明細書印刷日付をMMDDYY (月、日、年) 形式で入力すること。支払い種別標識＝1の場合、又は一括支払いを認可されていないなら、このﾃﾞｰﾀﾌｨｰﾙﾄﾞを空白［ｽﾍﾟｰｽ］で埋めること。 
	

	顧客部門の指定
	2AN
	11-12
	C
	申告者が別々の明細書を同一通関地符号内の個別部門に指定できるようにする略号。この略号は顧客部門の指定を利用する明細書の申告者には必須である。処理・地区/通関地符号、仮取引明細書印刷日付、支払い種別標識、及び顧客部門指定の略号が同一の納税申告は同じ取引明細書に載っている。通関地での本ﾌｨｰﾙﾄﾞの使用にはCBP相談窓口担当官を通じて事前承認を必要とする。
	

	関税支払い金額
	12N
	13-24
	M
	関税支払い金額ﾌｨｰﾙﾄﾞは取引明細書に支払うべきであると載っているはずの関税総額である。それはR90ﾚｺｰﾄﾞの元の関税総額と調和関税総額との差額に等しくなければならない。関税支払い金額が負の金額若しくはｾﾞﾛなら、このﾌｨｰﾙﾄﾞをｾﾞﾛで埋めること。入力は固定小数点形式で、右揃えされたもの。先頭ｾﾞﾛは必須である。”R”（置換）ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝについて、新規の取引明細書は生成されない。これは新たに支払われるべき関税総額であるとはいえ、申告者は、もしあれば、元の支払済み金額とその新しい金額との差額のみを実際に支払い、かつ、一回払いを提示することになる。
	

	税金支払い金額
	12N
	25-36
	M
	税金支払い金額ﾌｨｰﾙﾄﾞは取引明細書に支払うべきであると載っているはずの税金総額である。 それはR90ﾚｺｰﾄﾞの元の税金総額と調和税金総額との差額に等しくなければならない。税金支払い金額が負の若しくはｾﾞﾛなら、このﾌｨｰﾙﾄﾞをｾﾞﾛで埋めること。入力は固定小数点形式で、右揃えされたもの。先頭ｾﾞﾛは必須である。”R”（置換）ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝについて、新規の取引明細書は生成されない。これは新たに支払われるべき税金総額であるとはいえ、申告者は、もしあれば、元の支払済み金額とその新しい金額との差額のみを実際に支払い、かつ、一回払いを提示することになる。
	

	税・料金支払い金額
	12N
	37-48
	M
	税・料金支払い金額ﾌｨｰﾙﾄﾞは取引明細書に支払うべきであると載っているはずの税・料金総額である。 それはR90ﾚｺｰﾄﾞの元の税・料金総額と調和税・料金総額との差額に等しくなければならない。税・料金支払い金額が負の若しくはｾﾞﾛなら、このﾌｨｰﾙﾄﾞをｾﾞﾛで埋めること。入力は固定小数点形式で、右揃えされたもの。先頭ｾﾞﾛは必須である。この総額は、R89ﾚｺｰﾄﾞから分類ｺｰﾄﾞごと取引明細書上に分けられることになる。”R”（置換）ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝについて、新規の取引明細書は生成されない。これは新たに支払われるべき税・料金総額であるとはいえ、申告者は、もしあれば、元の支払済み金額とその新しい金額との差額のみを実際に支払うことになる。支払い額は、R89ﾚｺｰﾄﾞに示すように分類ｺｰﾄﾞごとに分けられる必要があり、かつ、一回払いとなる。
	

	利息支払い金額
	12N
	49-60
	M
	利息支払い金額ﾌｨｰﾙﾄﾞは取引明細書に支払うべきであると載っているはずの利息総額である。それはR91ﾚｺｰﾄﾞの調和利息総額に等しくなければならない。利息支払い金額がｾﾞﾛなら、このﾌｨｰﾙﾄﾞをｾﾞﾛで埋めること。入力は固定小数点形式（送信される金額の最後の２桁はｾﾝﾄとみなされることになる）で、右揃えされたもの。先頭ｾﾞﾛは必須である。”R”（置換）ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝについて、新規の取引明細書は生成されない。  
	

	フィラー
	20AN
	61-80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	


ﾚｺｰﾄﾞの識別子R20 (入力)
調和申告のための関連する輸入申告情報を提供する必須のﾚｺｰﾄﾞ。少なくとも一つのR20ﾚｺｰﾄﾞは必須であり、それは一度の調和申告について最大9,999個のR20ﾚｺｰﾄﾞまで可能である。ここで提供される情報はR20ﾚｺｰﾄﾞの（順序）計数器、輸入申告番号、通関港、元のと推定調和の・関税、税金、利息額、及び税・料金後書き計数器から成る。
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子  R20 (入力)

	データ要素
	長さ/　部類
	位置

（桁）
	状態
	説明
	注記

	制御識別子
	1A
	1
	M
	常にRに等しくなければならない。
	

	ﾚｺｰﾄﾞ形式
	2N
	2-3
	M
	常に20に等しくなければならない。
	

	後書き番号
	4N
	4-7
	M
	後書き番号はR20ﾚｺｰﾄﾞの順序計数器である。R20ﾚｺｰﾄﾞは0001から始まり最大9,999で終わる続き番号が付けられている。最小限入力は少なくとも一つのR20ﾚｺｰﾄﾞから成る。（R20ﾚｺｰﾄﾞは輸入申告単位で作成される）
	

	輸入申告
	11AN
	8-18
	M
	輸入申告番号は、FFFNNNNNNNN形式でなければならず、また、 (AD/CVDを除く) 01, 02 又は 06型申告としてACSでの有効な納税申告でなければならない。この申告は、R10ﾚｺｰﾄﾞに示される問題点ｺｰﾄﾞについて、前もって調和要のﾌﾗｸﾞが付けられていなければならない。
	

	通関港
	4N
	19-22
	M
	この通関港は上記の輸入申告と関連した通関地符号である。完全に一致するものでなければならない。
	

	元の関税
	11N
	23-33
	M
	元の関税入力は、前述の申告ﾚｺｰﾄﾞに関係している関税額総計（対象金額は前回の調和金額か、それとも支払い済みの及び/又は清算された金額のどちらでも良い）である。入力は固定小数点形式で、右揃えされたもの。先頭ｾﾞﾛは必須である。元の関税がｾﾞﾛなら、ｾﾞﾛをこのﾌｨｰﾙﾄﾞに書き入れる。R10ﾚｺｰﾄﾞの集約（調和）標識がＹなら、（このﾌｨｰﾙﾄﾞは）ｾﾞﾛで埋められなければならない。
	

	推定調和関税
	11N
	34-44
	M
	推定調和関税とは、前述の申告に対する支払われるべき調和関税推定総額を言う。入力は固定小数点形式で、右揃えされたもの。先頭ｾﾞﾛは必須である。調和関税がｾﾞﾛなら、ｾﾞﾛをこのﾌｨｰﾙﾄﾞに書き入れる。R10ﾚｺｰﾄﾞの集約（調和）標識がＹなら、（このﾌｨｰﾙﾄﾞは）ｾﾞﾛで埋められなければならない。
	

	元の税金
	11N
	45-55
	M
	元の税金入力は、前述の申告ﾚｺｰﾄﾞに関係している税金額総計（対象金額は前回の調和金額か、それとも支払い済みの及び/又は清算された金額のどちらでも良い）である。入力は固定小数点形式で、右揃えされたもの。先頭ｾﾞﾛは必須である。元の税金がｾﾞﾛなら、ｾﾞﾛをこのﾌｨｰﾙﾄﾞに書き入れる。R10ﾚｺｰﾄﾞの集約（調和）標識がＹなら、（このﾌｨｰﾙﾄﾞは）ｾﾞﾛで埋められなければならない。 
	

	推定調和税金
	11N
	56-66
	M
	推定調和税金とは、前述の申告に対する支払われるべき調和税金推定総額を言う。入力は固定小数点形式で、右揃えされたもの。先頭ｾﾞﾛは必須である。調和税金がｾﾞﾛなら、ｾﾞﾛをこのﾌｨｰﾙﾄﾞに書き入れる。R10ﾚｺｰﾄﾞの集約（調和）標識がＹなら、（このﾌｨｰﾙﾄﾞは）ｾﾞﾛで埋められなければならない。
	

	推定調和利息
	11N
	67-77
	M
	推定調和利息とは、前述の申告に対する支払われるべき調和利息推定総額を言う。入力は固定小数点形式で、右揃えされたもの。先頭ｾﾞﾛは必須である。調和利息がｾﾞﾛなら、ｾﾞﾛをこのﾌｨｰﾙﾄﾞに書き入れる。R10ﾚｺｰﾄﾞの集約（調和）標識がＹなら、（このﾌｨｰﾙﾄﾞは）ｾﾞﾛで埋められなければならない。
	

	税・料金後書き計数器
	2N
	78-79
	M
	税・料金後書き計数器は、本R20輸入申告ﾚｺｰﾄﾞ関連として送信される全てのR21税・料金後書きﾚｺｰﾄﾞの総数である。それは最大のR21ﾚｺｰﾄﾞ後書き番号（最大値＝10）に等しくなければならない。このﾌｨｰﾙﾄﾞは我々CBP（又は申告者）がﾚｺｰﾄﾞを見落とさないように努めるために校訂される。R21ﾚｺｰﾄﾞが使用されないなら、このR20税・料金後書き計数器は00に等しくなければならない。
	

	フィラー
	1AN
	80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	


ﾚｺｰﾄﾞの識別子R21 (入力)

R20ﾚｺｰﾄﾞで与えられる輸入申告について、税･料金分類及び元のと調和済みの税･料金情報を提供する条件付のﾚｺｰﾄﾞ。調和申告が集約方式なら、R21ﾚｺｰﾄﾞは不要である。輸入申告ごと個別の調和申告であって、どんな税・料金もR20ﾚｺｰﾄﾞで与えられる元の輸入申告に載っている場合に、少なくとも一つのR21ｺｰﾄﾞは必須である。各 R20ﾚｺｰﾄﾞ毎に、最大10個のR21ﾚｺｰﾄﾞまで可能である。
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子  R21 (入力)

	データ要素
	長さ/　部類
	位置

（桁）
	状態
	説明
	注記

	制御識別子
	1A
	1
	M
	常にRに等しくなければならない。
	

	ﾚｺｰﾄﾞ形式
	2N
	2-3
	M
	常に21に等しくなければならない。
	

	後書き番号
	2N
	4-5
	M
	後書き番号はR21ﾚｺｰﾄﾞの順序計数器である。R21ﾚｺｰﾄﾞは01から始まり最大10で終わる続き番号が付けられている。（R20ﾚｺｰﾄﾞ毎に複数のR21ﾚｺｰﾄﾞが作成される）
	

	１番目の税・料金分類
	3AN
	6-8
	M
	１番目の税・料金分類ｺｰﾄﾞを、元の輸入申告について必ず有効な徴税分類ｺｰﾄﾞとなるように入力してください。有効な税・料金ｺｰﾄﾞは本刊行物の補遺Bに掲載されている。
	

	１番目の元の税･料金
	11N
	9-19
	M
	１番目の元の税･料金入力は、上記分類ｺｰﾄﾞについて前述の申告ﾚｺｰﾄﾞに関係している税･料金額総計（対象金額は前回の調和金額か、それとも支払い済みの及び/又は清算された金額のどちらでも良い）である。入力は固定小数点形式で、右揃えされたもの。先頭ｾﾞﾛは必須である。もしｾﾞﾛなら、ｾﾞﾛで埋める。
	

	１番目の推定調和税・料金
	11N
	20-30
	M
	１番目の推定調和税・料金とは、上記分類ｺｰﾄﾞについて、前述の申告に対する支払われるべき１番目の調和税・料金推定総額を言う。入力は固定小数点形式で、右揃えされたもの。先頭ｾﾞﾛは必須である。  調和税･料金がｾﾞﾛなら、ｾﾞﾛをこのﾌｨｰﾙﾄﾞに書き入れる。
	

	２番目の税・料金分類
	3AN
	31-33
	C
	元の輸入申告に関し、２番目の税・料金分類は、入力されるならば、それは有効な徴税分類ｺｰﾄﾞでなければならない。２番目の分類が必要なければ、空白［ｽﾍﾟｰｽ］で埋めること。
	

	２番目の元の税･料金
	11N
	34-44
	C
	２番目の元の税･料金入力は、上記２番目の分類ｺｰﾄﾞについて前述の申告ﾚｺｰﾄﾞに関係している税･料金額総計（対象金額は前回の調和金額か、それとも支払い済みの及び/又は清算された金額のどちらでも良い）である。入力は固定小数点形式で、右揃えされたもの。先頭ｾﾞﾛは必須である。２番目の税・料金の分類ｺｰﾄﾞが空白［ｽﾍﾟｰｽ］以外なら、このﾌｨｰﾙﾄﾞは空白［ｽﾍﾟｰｽ］以外でなければならない。２番目の分類が空白［ｽﾍﾟｰｽ］なら、ｾﾞﾛがこのﾌｨｰﾙﾄﾞを満たす。
	

	２番目の推定調和税・料金
	11N
	45-55
	C
	２番目の（推定）調和税・料金とは、上記２番目の分類ｺｰﾄﾞについて、前述の申告に対する支払われるべき調和税・料金推定総額を言う。入力は固定小数点形式で、右揃えされたもの。先頭ｾﾞﾛは必須である。調和税･料金がｾﾞﾛなら、ｾﾞﾛをこのﾌｨｰﾙﾄﾞに書き入れる。２番目の税・料金の分類ｺｰﾄﾞが空白［ｽﾍﾟｰｽ］以外なら、このﾌｨｰﾙﾄﾞは空白［ｽﾍﾟｰｽ］以外でなければならない。２番目の分類が空白［ｽﾍﾟｰｽ］なら、ｾﾞﾛがこのﾌｨｰﾙﾄﾞを満たす。
	

	３番目の税・料金分類
	3AN
	56-58
	C
	元の輸入申告に関し、３番目の税・料金分類ｺｰﾄﾞは、入力されるならば、それは有効な徴税分類ｺｰﾄﾞでなければならない。３番目の分類が必要なければ、空白［ｽﾍﾟｰｽ］で埋めること。
	

	３番目の元の税･料金
	11N
	59-69
	C
	３番目の元の税･料金入力は上記３番目の分類ｺｰﾄﾞについて前述の申告ﾚｺｰﾄﾞに関係している税･料金額総計（対象金額は前回の調和金額か、それとも支払い済みの及び/又は清算された金額のどちらでも良い）である。入力は固定小数点形式で、右揃えされたもの。先頭ｾﾞﾛは必須である。３番目の税・料金の分類ｺｰﾄﾞが空白［ｽﾍﾟｰｽ］以外なら、このﾌｨｰﾙﾄﾞは空白［ｽﾍﾟｰｽ］以外でなければならない。３番目の分類が空白［ｽﾍﾟｰｽ］なら、ｾﾞﾛがこのﾌｨｰﾙﾄﾞを満たす。
	

	３番目の推定調和税・料金
	11N
	70-80
	C
	３番目の推定調和税・料金とは、上記３番目の分類ｺｰﾄﾞについて、前述の申告に対する支払われるべき調和税・料金推定総額を言う。入力は固定小数点形式で、右揃えされたもの。先頭ｾﾞﾛは必須である。３番目の税・料金の分類ｺｰﾄﾞが空白［ｽﾍﾟｰｽ］以外なら、このﾌｨｰﾙﾄﾞは空白［ｽﾍﾟｰｽ］以外でなければならない。３番目の分類が空白［ｽﾍﾟｰｽ］なら、ｾﾞﾛがこのﾌｨｰﾙﾄﾞを満たす。
	


ﾚｺｰﾄﾞの識別子R89 (入力)
必須の税･料金集計ﾚｺｰﾄﾞ。R89ﾚｺｰﾄﾞは当該調和申告に関する全てのR21ﾚｺｰﾄﾞにおける各々の税･料金総額の”積み上げ”であり、かつ、ﾚｺｰﾄﾞの後書き番号、最大３つまでの税･料金分類と各分類ごとに関連する元の及び調和済みの税･料金総額を提供する。例えR21ﾚｺｰﾄﾞがないとしても、少なくとも一つのR89ﾚｺｰﾄﾞは必須である。各調和申告ごとに、最大10個のR89ﾚｺｰﾄﾞまで可能である。
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子  R89 (入力)

	データ要素
	長さ/　部類
	位置

（桁）
	状態
	説明
	注記

	制御識別子
	1A
	1
	M
	常にRに等しくなければならない。
	

	ﾚｺｰﾄﾞ形式
	2N
	2-3
	M
	常に89に等しくなければならない。
	

	税･料金集計後書き番号
	2N
	4-5
	M
	税･料金集計後書き番号はR89ﾚｺｰﾄﾞの順序計数器である。R89ﾚｺｰﾄﾞは01から始まり最大10で終わる続き番号が付けられている。（R21ﾚｺｰﾄﾞ全部を分類ｺｰﾄﾞ別にまとめた複数のR89ﾚｺｰﾄﾞが作成される）
	

	税・料金分類
	3AN
	6-8
	C
	１番目の税・料金分類ｺｰﾄﾞを、少なくとも一つのR21ﾚｺｰﾄﾞについて必ず有効な徴税分類ｺｰﾄﾞとなるように入力してください。与えられた分類ｺｰﾄﾞが２以上のR21ﾚｺｰﾄﾞに載っていてもさしつかえないけれど、少なくとも一つのR21ﾚｺｰﾄﾞになければならない。R10の集約（調和）標識がＹなので、R21ﾚｺｰﾄﾞが無視され、或いは与えられないなら、このｺｰﾄﾞは有効な任意の税・料金分類ｺｰﾄﾞで良い。調和が集約方式である、若しくは、元の申告に税・料金がないなら、未記入のR89が認められる（R89は必須である）。税・料金がない、だから、R21なしが認められる、または、貴方(filer)がR89で税・料金分類ｺｰﾄﾞをちゃんと報告するなら、我々(CBP)はその申告を受理するけれど、元の申告に税･料金がなかったと我々に伝えていないことを彼等に知らせる警告を発信する。
	

	元の税･料金総額
	11N
	9-19
	C
	元の税･料金入力は上記（１番目の）分類ｺｰﾄﾞに対する調和に関係している税･料金額総計（支払い済みの及び/又は清算されたもの）である。前述の総額は上記（１番目の）分類ｺｰﾄﾞに対する調和に関する全てのR21ﾚｺｰﾄﾞの元の税･料金額の合計である。例えば、分類ｺｰﾄﾞ499(MPF)が５つの異なるR21ﾚｺｰﾄﾞに載っているなら、ここで入力される総額は分類ｺｰﾄﾞ499に対する全てのR21ﾚｺｰﾄﾞの元の税･料金額ﾌｨｰﾙﾄﾞの合計である。たとえR21ﾚｺｰﾄﾞがないとしても、分類ｺｰﾄﾞに対する元の税・料金総額（生ﾃﾞｰﾀによる）を書き入れる。入力は固定小数点形式で、右揃えされたもの。先頭ｾﾞﾛは必須である。元の税･料金がｾﾞﾛなら、ｾﾞﾛをこのﾌｨｰﾙﾄﾞに書き入れる。
	

	調和税･料金推定総額
	11N
	20-30
	C
	調和税･料金推定総額とは、上記（１番目の）分類ｺｰﾄﾞについて、前述の申告に対する支払われるべき調和税･料金推定総額を言う。前述の総額は上記分類ｺｰﾄﾞに対する調和に関する全てのR21ﾚｺｰﾄﾞの調和税･料金額の合計である。例えば、分類ｺｰﾄﾞ499(MPF)が５つの異なるR21ﾚｺｰﾄﾞに載っているなら、ここで入力される総額は分類ｺｰﾄﾞ499に対する全てのR21ﾚｺｰﾄﾞの調和税･料金額ﾌｨｰﾙﾄﾞの合計である。入力は固定小数点形式で、右揃えされたもの。先頭ｾﾞﾛは必須である。調和税･料金がｾﾞﾛなら、ｾﾞﾛをこのﾌｨｰﾙﾄﾞに書き入れる。R10の集約（調和）標識がＹなら、その分類ｺｰﾄﾞの調和税・料金推定総額は対応する元の税・料金以上でなければならない。
	

	税・料金分類

	3AN
	31-33
	C
	２番目の税・料金分類ｺｰﾄﾞは、入力されるならば、少なくとも一つのR21ﾚｺｰﾄﾞについて有効な徴税の分類ｺｰﾄﾞでなければならない。与えられた分類ｺｰﾄﾞが２以上のR21ﾚｺｰﾄﾞに載っていてもさしつかえないけれど、少なくとも一つのR21ﾚｺｰﾄﾞになければならない。２番目の分類が不要なら、空白［ｽﾍﾟｰｽ］で埋めること。 R10の集約（調和）標識がＹなので、R21ﾚｺｰﾄﾞが無視され、或いは与えられないなら、このｺｰﾄﾞは有効な任意の税・料金分類ｺｰﾄﾞで良い。
	

	元の税･料金総額
	11N
	34-44
	C
	元の税･料金入力は上記（２番目の）分類ｺｰﾄﾞに対する調和に関係している税･料金額総計（支払い済みの及び/又は清算されたもの）である。前述の総額は上記（２番目の）分類ｺｰﾄﾞに対する調和に関する全てのR21ﾚｺｰﾄﾞの元の税･料金額の合計である。例えば、分類ｺｰﾄﾞ499(MPF)が５つの異なるR21ﾚｺｰﾄﾞに載っているなら、ここで入力される総額は分類ｺｰﾄﾞ499に対する全てのR21ﾚｺｰﾄﾞの元の税･料金額ﾌｨｰﾙﾄﾞの合計である。たとえR21ﾚｺｰﾄﾞがないとしても、分類ｺｰﾄﾞに対する元の税・料金総額（生ﾃﾞｰﾀによる）を書き入れる。入力は固定小数点形式で、右揃えされたもの。先頭ｾﾞﾛは必須である。元の税･料金がｾﾞﾛなら、ｾﾞﾛをこのﾌｨｰﾙﾄﾞに書き入れる。２番目の税・料金の分類ｺｰﾄﾞが空白［ｽﾍﾟｰｽ］以外なら、このﾌｨｰﾙﾄﾞは空白［ｽﾍﾟｰｽ］以外でなければならない。２番目の分類が空白［ｽﾍﾟｰｽ］なら、ｾﾞﾛがこのﾌｨｰﾙﾄﾞを満たす。
	

	調和税･料金推定総額
	11N
	45-55
	C
	調和税･料金推定総額とは、上記２番目の分類ｺｰﾄﾞについて、前述の申告に対する支払われるべき調和税･料金推定総額を言う。前述の総額は上記２番目の分類ｺｰﾄﾞに対する調和に関する全てのR21ﾚｺｰﾄﾞの調和税･料金額の合計である。例えば、分類ｺｰﾄﾞ499(MPF)が５つの異なるR21ﾚｺｰﾄﾞに載っているなら、ここで入力される総額は分類ｺｰﾄﾞ499に対する全てのR21ﾚｺｰﾄﾞの調和税･料金額ﾌｨｰﾙﾄﾞの合計である。入力は固定小数点形式で、右揃えされたもの。先頭ｾﾞﾛは必須である。調和税･料金がｾﾞﾛなら、ｾﾞﾛをこのﾌｨｰﾙﾄﾞに書き入れる。２番目の税・料金の分類ｺｰﾄﾞが空白［ｽﾍﾟｰｽ］以外なら、このﾌｨｰﾙﾄﾞは空白［ｽﾍﾟｰｽ］以外でなければならない。２番目の分類が空白［ｽﾍﾟｰｽ］なら、ｾﾞﾛがこのﾌｨｰﾙﾄﾞを満たす。R10の集約（調和）標識がＹなら、その分類ｺｰﾄﾞの調和税・料金推定総額は対応する元の税・料金以上でなければならない。
	

	税・料金分類
	3AN
	56-58
	C
	３番目の税・料金分類ｺｰﾄﾞは、入力されるならば、少なくとも一つのR21ﾚｺｰﾄﾞについて有効な徴税分類ｺｰﾄﾞでなければならない。与えられた分類ｺｰﾄﾞが２以上のR21ﾚｺｰﾄﾞに載っていてもさしつかえないけれど、少なくとも一つのR21ﾚｺｰﾄﾞになければならない。３番目の分類が不要なら、空白［ｽﾍﾟｰｽ］で埋めること。R10の集約（調和）標識がＹなので、R21ﾚｺｰﾄﾞが無視され、或いは与えられないなら、このｺｰﾄﾞは有効な任意の税・料金分類ｺｰﾄﾞで良い。
	

	元の税･料金総額
	11N
	59-69
	C
	元の税･料金入力は上記３番目の分類ｺｰﾄﾞに対する調和に関係している税･料金額総計（支払い済みの及び/又は清算されたもの）である。前述の総額は上記３番目の分類ｺｰﾄﾞに対する調和に関する全てのR21ﾚｺｰﾄﾞの元の税･料金額の合計である。例えば、分類ｺｰﾄﾞ499(MPF)が５つの異なるR21ﾚｺｰﾄﾞに載っているなら、ここで入力される総額は分類ｺｰﾄﾞ499に対する全てのR21ﾚｺｰﾄﾞの元の税･料金額ﾌｨｰﾙﾄﾞの合計である。たとえR21ﾚｺｰﾄﾞがないとしても、分類ｺｰﾄﾞに対する元の税・料金総額（生ﾃﾞｰﾀによる）を書き入れる。入力は固定小数点形式で、右揃えされたもの。先頭ｾﾞﾛは必須である。元の税･料金がｾﾞﾛなら、ｾﾞﾛをこのﾌｨｰﾙﾄﾞに書き入れる。３番目の税・料金の分類ｺｰﾄﾞが空白［ｽﾍﾟｰｽ］以外なら、このﾌｨｰﾙﾄﾞは空白［ｽﾍﾟｰｽ］以外でなければならない。３番目の分類が空白［ｽﾍﾟｰｽ］なら、ｾﾞﾛがこのﾌｨｰﾙﾄﾞを満たす。
	

	調和税･料金推定総額
	11N
	70-80
	C
	調和税･料金推定総額とは、上記３番目の分類ｺｰﾄﾞについて、前述の申告に対する支払われるべき調和税･料金推定総額を言う。前述の総額は上記３番目の分類ｺｰﾄﾞに対する調和に関する全てのR21ﾚｺｰﾄﾞの調和税･料金額の合計である。例えば、分類ｺｰﾄﾞ499(MPF)が５つの異なるR21ﾚｺｰﾄﾞに載っているなら、ここで入力される総額は分類ｺｰﾄﾞ499に対する全てのR21ﾚｺｰﾄﾞの調和税･料金額ﾌｨｰﾙﾄﾞの合計である。入力は固定小数点形式で、右揃えされたもの。先頭ｾﾞﾛは必須である。調和税･料金がｾﾞﾛなら、ｾﾞﾛをこのﾌｨｰﾙﾄﾞに書き入れる。３番目の税・料金の分類ｺｰﾄﾞが空白［ｽﾍﾟｰｽ］以外なら、このﾌｨｰﾙﾄﾞは空白［ｽﾍﾟｰｽ］以外の値でなければならない。３番目の分類が空白［ｽﾍﾟｰｽ］なら、ｾﾞﾛがこのﾌｨｰﾙﾄﾞを満たす。R10の集約（調和）標識がＹなら、その分類ｺｰﾄﾞの調和税・料金推定総額は対応する元の税・料金以上でなければならない。
	


ﾚｺｰﾄﾞの識別子R90 (入力)

調和申告全体について、元のと調和済みの・関税、税金、及び税･料金の各々の合計額を提供する必須の調和申告・申告原簿。
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子  R90 (入力)

	データ要素
	長さ/　部類
	位置

（桁）
	状態
	説明
	注記

	制御識別子
	1A
	1
	M
	常にRに等しくなければならない。
	

	ﾚｺｰﾄﾞ形式
	2N
	2-3
	M
	常に90に等しくなければならない。
	

	輸入後書き計数器
	4N
	4-7
	M
	輸入後書き番号はその調和申告についての全てのR20ﾚｺｰﾄﾞの総数である。
	

	元の関税総額
	12N
	8-19
	M
	元の関税総額入力は、前述の（複数の）申告に関係している関税額総計（支払い済みの及び/又は清算されたもの）である。集約（調和）標識= ‘N’の場合、それは全てのR20ﾚｺｰﾄﾞの中から元の関税額を合計したものである(そうでなければ、集約（調和）標識= ‘Y’の場合、書式に限り校訂される)。 入力は固定小数点形式で、右揃えされたもの。先頭ｾﾞﾛは必須である。元の関税がｾﾞﾛなら、ｾﾞﾛをこのﾌｨｰﾙﾄﾞに書き入れる。
	

	調和関税推定総額
	12N
	20-31
	M
	調和関税推定総額とは、前述の（複数の）申告に関係している支払われるべき調和関税推定総額を言う。集約（調和）標識= ‘N’の場合、それは全てのR20ﾚｺｰﾄﾞの中から調和関税額を合計したものである(そうでなければ、集約（調和）標識= ‘Y’の場合、書式に限り校訂される)。入力は固定小数点形式で、右揃えされたもの。先頭ｾﾞﾛは必須である。調和関税がｾﾞﾛなら、ｾﾞﾛをこのﾌｨｰﾙﾄﾞに書き入れる。R10の集約（調和）標識がＹなら、調和関税推定総額は元の関税総額以上でなければならない。
	

	元の税金総額
	12N
	32-43
	M
	元の税金総額入力は、前述の（複数の）申告に関係している税金額総計（支払い済みの及び/又は清算されたもの）である。集約（調和）標識= ‘N’の場合、それは全てのR20ﾚｺｰﾄﾞの中から元の税金額を合計したものである(そうでなければ、集約（調和）標識= ‘Y’の場合、書式に限り校訂される)。入力は固定小数点形式で、右揃えされたもの。先頭ｾﾞﾛは必須である。元の税金がｾﾞﾛなら、ｾﾞﾛをこのﾌｨｰﾙﾄﾞに書き入れる。
	

	調和税金推定総額
	12N
	44-55
	M
	調和税金推定総額とは、前述の（複数の）申告に関係している支払われるべき調和税金推定総額を言う。集約（調和）標識= ‘N’の場合、それは全てのR20ﾚｺｰﾄﾞの中から調和税金額を合計したものである(そうでなければ、集約（調和）標識= ‘Y’の場合、書式に限り校訂される)。入力は固定小数点形式で、右揃えされたもの。先頭ｾﾞﾛは必須である。調和税金がｾﾞﾛなら、ｾﾞﾛをこのﾌｨｰﾙﾄﾞに書き入れる。R10の集約（調和）標識がＹなら、調和税金推定総額は元の税金総額以上でなければならない。 
	

	元の税･料金総額
	12N
	56-67
	M
	元の税･料金総額は元の税･料金額総計であって、R89ﾚｺｰﾄﾞについて全ての分類ｺｰﾄﾞに対する元の各々の税･料金総額を合計したものである。入力は固定小数点形式で、右揃えされたもの。先頭ｾﾞﾛは必須である。
	

	調和税･料金推定総額　
	12N
	68-79
	M
	調和税･料金推定総額とは、前述の（複数の）申告に関し支払われるべき調和税･料金推定総額であって、R89ﾚｺｰﾄﾞについて全ての分類ｺｰﾄﾞに対する各々の税･料金総額を合計したものである。入力は固定小数点形式で、右揃えされたもの。先頭ｾﾞﾛは必須である。調和税･料金がｾﾞﾛなら、ｾﾞﾛをこのﾌｨｰﾙﾄﾞに書き入れる。R10の集約（調和）標識がＹなら、調和税･料金推定総額は元の税･料金総額以上でなければならない。
	

	フィラー
	1AN
	80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	


ﾚｺｰﾄﾞの識別子R91 (入力)

当該調和申告に支払われるべき調和利息推定総額を提供する必須のﾚｺｰﾄﾞ。
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子  R91 (入力)

	データ要素
	長さ/　部類
	位置

（桁）
	状態
	説明
	注記

	制御識別子
	1A
	1
	M
	常にRに等しくなければならない。
	

	ﾚｺｰﾄﾞ形式
	2N
	2-3
	M
	常に91に等しくなければならない。
	

	調和利息推定総額
	12N
	4-15
	M
	調和利息推定総額とは、前述の（複数の）申告に関係している支払われるべき調和利息推定総額を言う。集約（調和）標識= ‘N’の場合 、それは全てのR20ﾚｺｰﾄﾞの中から調和利息総額を合計したものである(R10の集約（調和）標識= ‘Y’の場合、我々(CBP)は書式に限り校訂する)。入力は固定小数点形式で、右揃えされたもの。先頭ｾﾞﾛは必須である。このﾌｨｰﾙﾄﾞは支払期日がきている利息を表す。このﾚｺｰﾄﾞの金額は、必要に応じて、R17の支払いﾚｺｰﾄﾞに示される。支払うべき利息がないなら、ｾﾞﾛがこのﾌｨｰﾙﾄﾞを満たす。
	

	フィラー
	65AN
	16-80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	


ﾚｺｰﾄﾞの識別子R01 (出力)

受理又はｴﾗｰ情報を提供する必須の調和申告出力ﾚｺｰﾄﾞ。返送される各ERﾚｺｰﾄﾞ毎に、R10からR91までの問題となっているﾚｺｰﾄﾞ（単数）ﾞが返される。
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子  R01 (出力)

	データ要素
	長さ/　部類
	位置

（桁）
	状態
	説明
	注記

	制御識別子
	1A
	1
	M
	常にRに等しくなければならない。
	

	ﾚｺｰﾄﾞ形式
	2N
	2-3
	M
	01 = 誤りなしで受理されたか又は成功
裡に削除された調和申告。

ER = 校訂ｴﾗｰのために拒絶された調和申告。
	

	調和の番号
	11N
	4-14
	M
	R10ﾚｺｰﾄﾞ中の調和の申告番号。
	

	ｴﾗｰｺｰﾄﾞ
	3AN
	15-17
	C
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］=調和申告が誤りなしで受理されたか又は削除された。
空白［ｽﾍﾟｰｽ］以外=ｴﾗｰｺｰﾄﾞ。  
	

	ｴﾗｰ又は最終ﾒｯｾｰｼﾞ
	34AN
	18-51
	M
	次のいずれか一つ；

ACSのｴﾗｰｺｰﾄﾞﾒｯｾｰｼﾞ (ﾚｺｰﾄﾞ形式 = ERの場合)： 

　調和申告が拒絶された

   調和超申告の削除が拒絶された

最終ﾒｯｾｰｼﾞ(ﾚｺｰﾄﾞ形式 = 01の場合)：

　調和申告が誤りなしで受理された

　調和申告が警告付きで受理された

　調和申告が削除された。
	

	フィラー
	29AN
	52-80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
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